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・改善策による作業削減の合計時間を▲350時間/年間を目標とする。

・改善策の立案数3つ以上を目標とする。

第1回面談：2024年7月8日(月)：プロジェクト概要共有、業務量調査の実施

第2回面談：2024年8月2日(金)：調査結果報告

第3回面談：2024年8月22日(木)：個別業務ヒアリング

第4回面談：2024年9月17日(火)：業務課題の特定、課題解決の方向性検討

第5回面談：2024年10月16日（水）課題解決の方向性検討②

第6回面談：2024年12月9日（水）課題解決施策の決定及び導入システム検討

第7回面談：2025年1月21日（火）システム選定協議及び導入、運用開始

第8回面談：2025年2月6日（木）システム選定協議及び導入、運用開始

第9回面談：2025年2月28日（金）導入効果共有、中長期課題の共有

2025年2月28日

取組②業務課題の特定

取組③課題解決に向けたデジタルツールの導入及び効率化の検討

取組④運用ルール協議 取組⑤運用サポート、今後の取り組みの相談

（２）プロジェクト面談実績

（５）今後の社内の取組予定

業務量調査により技術部の業務内容や作業時間を把握することで業務のボトルネックを把握できたので、課題を全員で共有することができたため、
対象部署が一丸となって取り組むことができた。現場での改善業務は自社のみならず、協力企業とも連携して取り組む必要があり業界の課題とし
てデジタル化を進め効率化を進めていきたい。まずは自社がデジタル化に踏み出すことで周囲を巻き込み業界の課題を改善していきたい。

取組①業務洗い出し

（４）改善効果

目的
業務効率化に向けてDX設備導入を進めたいが現場の業務の課題を特定できていな
いため課題を築堤し有効策を検討する。外部の知見を取り入れ、先入観を排除し
現状業務課題の特定を行い改善策の立案改善策実行を行う。

業務洗い出しシートを用い、デジタ

ル化に向けた業務の洗い出しを実施。

現在の業務を可視化し業務内容及び作業負担を

共有し、具体的な業務に踏み込んだ議論を両社

で実施し課題を特定。

抽出業務の内容を両社で協議し、課題の有無や業務フローを検討の上、デジタル化及

び効率化に向けた方針を共有。施策として①データを活用した社内連携の効率化②施

工管理システムを導入した書類作成の効率化③業務集約による業務平準化を施策とし

て実施した。また中長期的な施策として④リモート会議の実践⑤横断的なシステム導

入による工事管理の効率化として課題を認識し継続した取り組みとすることを共有。

各種施策の運用ルールについても協

議実施しデジタルを介した社内コ

ミュニケーションのルールに変更。

施工管理システムを比較検討し自社にマッチ

したシステムを導入。運用により書類作成業

務の効率化、移動時間の短縮に寄与。今後の

デジタル化に向けた取り組みも継続。

（３）期待される効果（KPI、数値目標等）※当初設定



業務量調査を基に作業負荷が発生している業務を全員で共有し認識。
共通の課題認識を基に課題解決に向けたデジタル化や業務見直しを検討。



口頭での情報連携から
必要事項を明記したデータでの連携に変更し
不足事項や手戻りの削減を実施。

全員で各ベンダーのシステムを比較検討し自
社にマッチしたシステム導入を実施。書類作
成、移動時間の短縮に改善効果。

分散していた業務を役割分担を明確にして業
務の集約及び作業量の平準化を実施中。


